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　健やかでいきいきと自分らしい人生を送ることは全ての人の願いで
あり、笑顔と活力あふれる豊かな社会の基礎となります。
　
　佐渡は豊かな土壌と温暖な気候に恵まれた自給自足できる島とい
われています。最近では、朱鷺と共存する自然農法や佐渡産の農水産
物の供給体制も整い、安心安全な食の環境が整備されてきました。
　
　佐渡における近年の少子高齢化の進行や生活様式の変化は、生活
習慣病の増加などの健康問題を招いており、「食」を通じて豊かなこ
ころを育み、生きる力を身につけていくための「食育」はますます重要
となっています。
　
　このたびの計画見直しを契機に、佐渡の豊かな自然や伝統・文化を
大切にしながら、市民の皆様一人ひとりが主役となる健康づくりを推
進してまいります。人と人との“絆”、地域や関係機関との“つながり”
とそれを支える“人づくり”を大切に、健康な佐渡を目指して「第２次
佐渡市食育推進計画」を推進してまいります。
　
　結びに、この計画の見直しにあたり、関係者の皆様からご協力いた
だきましたことを心より感謝申し上げます。「食」を通じて佐渡がます
ます元気になれるように取り組んでまいりますので、皆様の一層のご
理解とご協力をお願い申し上げます。

平成２８年３月　　　　　　　
佐渡市長　甲斐　元也　
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第１部 佐渡市が目指す健康づくり
1　健康づくりの考え方
　佐渡市では、病気を減らし元気を増やす健康づくりを推進し、「自分が元気に、家族や仲間が元

気に、地域が元気に！」を合言葉に、元気の循環による活気あふれる地域づくりを目指しています。

　年々多様化・複雑化する健康問題は、個人の努力

だけでは解決できないことが多くなり、これからの

10年間は一人ひとりの価値観や生き方を認め合いな

がら、人と人との“絆”、地域や関係機関の“つなが

り”と“協働”を強化し、地域ぐるみで健康づくりを

推進することが大切になります。

　「健康」の定義を“病気などの心身のマイナス要因と元気というプラス要因が、その人らし

く調和している状態”とします。

　健やかな「こころ」と「からだ」をつくり、健康寿命の延伸と生涯現役を目指します。

元気を増やし病気を減らす「総合的健康づくり」

　人が人を元気にし、地域を元気にします。

一人ひとりを認め合い、思いやりをもって、

力を出し合う関係をつくります。

　そして、地域のつながりを大切にした健

康づくりを進めます。　　　

｢人づくり｣と｢つながり｣を
大切にする健康づくり

　健康づくりの目標を共有し、市民や関係

機関・行政の連携のもとに、市民協働の健

康づくりを進めます。

主役は市民、みんなで力を
出し合い健康づくり

－ 1 －



2　食育推進計画の目的・基本的考え方

3　食育推進計画の基本方針

　食育推進計画は、「健幸さど２１」計画で目指す健康づくりの目標達成のために、「食育」を入口

にした健康づくりの計画です。

　佐渡市食育推進計画では、食育を「食を育む」「食で育む」視点で整理し、次の４つの基本方針

で推進します。

　①  健康につながる食生活の確立（育ち盛り世代、働き盛り世代、活躍盛り世代）

　② 地産地消の推進と食の安全の確保

　③ 佐渡の食文化の理解や継承・発展

　④ 食を通じたコミュニケーションの促進及び感謝の心の育成

　食育基本法では、「食育は、生きる上での基本であって、知育、徳育及び体育の基礎となるべきも

のと位置づけるとともに、様々な経験を通じて「食」に関する知識と「食」を選択する力を習得し、

健全な食生活を実践することができる人間を育てる食育を推進することが求められている。」とし

ています。

　食事は空腹を満たすだけのものではなく、健康なこころと体をつくるものです。私たちの体は食

べた物でできています。いつまでも自分らしく健康でいきいきと元気に生活するために、世代を超

えたつながりの中で「食への感謝」「郷土の良さ」「命の愛おしさ」「人への思い」を育むための「食

育」を推進します。

－ 2 －
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キャッチコピー

【コンセプト】 【キーワード】 【基本方針】
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地産地消の推進と
食の安全の確保

佐渡の食文化の
理解や伝承・発展
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4　健康づくりを推進するしくみ

（１）推進体制
　佐渡市では、「佐渡市健康づくり推進懇談会」を設置して市民主体の健康づくりを推進していま

す。懇談会を中心として、市民、地域、関係機関、団体、行政が連携して、地域全体で「健幸さど２１」

第2次計画、第2次佐渡市歯科保健計画、第2次佐渡市食育推進計画の目標達成に努めます。食育

の推進に関しては、佐渡地域食育推進ネットワーク会議とも連携していきます。

　市民一人ひとりが力を出し合い、地域の特色を活かして健康課題への取り組みを市民協働で推進

します。

　特に、保育園・幼稚園では、食べたものが元気なこころと体を作ることがわかり、食べることが好

きな子どもを育てるために、家庭や地域が一体となって楽しく食べる給食を目指します。小・中学

校では、佐渡の味や良さがわかり佐渡が好きになり、食べることの大切さを理解し、食の自己管理

ができるように様々な情報を発信することで、おいしく楽しく学べる給食を目指します。
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（２）計画の位置づけ

　平成22年度に食育を推進するために「佐渡市食育推進計画」を策定しました。今回「健幸さど21

計画」「佐渡市歯科保健計画」の改訂にあたり、３計画共通の視点で一体的に健康づくりを推進し

ます。

　この計画は、「第2次佐渡市地産地消推進計画」との整合性を有する計画であり、「第６期佐渡市

高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画」「次世代育成支援行動計画」などの各種計画とも関連

性を有する計画です。

※　第２次佐渡市食育推進計画における地産地消の推進は、第2次佐渡市地産地消推進計画に

基づいて行われます。

※　第2次佐渡市食育推進計画では、働きかけの世代を次のように区分します。

　　　　育ち盛り世代：おおむね  0～18歳

　　　　働き盛り世代：おおむね19～64歳

　　　　活躍盛り世代：65歳以上

（３）計画の期間
　計画の期間は、平成28年度から平成37年度までの10年間とします。計画の推進にあたっては、

計画の中間年に当たる平成32年度に中間評価をし、見直しを行うとともに、平成37年度に最終評

価をします。
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子どもの頃からいろいろな体験を通し、
食習慣の基礎をつくる大目標

育
ち
盛
り
世
代

中
目
標
①

中
目
標
②

健康的な生活習慣を
身につける

食の体験を通し、
食べ物の働きや健康に
関心を持つ

・家庭や園、学校を通じ、早寝・早起きの生活
リズムを身につける
・間食のとり方について理解し、実践する

・食への関心を持たせるため、家族揃って食事づ
くりを楽しむ
・子どもが食材に触れる機会を増やす
・簡単な食事が作れるようになる

自分や家族の健康を考えた食生活を送る大目標
働
き
盛
り
世
代

中
目
標
①

中
目
標
②

健康を維持する食事を
摂る

食に関心を持ち、
家族で健康的に過ごす

・規則正しく食事を摂る
・バランスのとれた食事を摂る

・地域の健康教室などに参加し、食に関する
知識を得る
・自分で料理をする機会を増やす

健康で豊かな食生活を送る大目標
活
躍
盛
り
世
代

中
目
標
①

中
目
標
②

自分の体に合った
食事を摂る

交流をしながら、
食事を楽しむ

・１日３食きちんと摂る
・バランスのとれた食事を摂る

・家族や仲間と一緒においしく食事をする
・料理の作り方に関する知恵や工夫を伝える

健康につながる食生活の確立

第2部 第2次佐渡市食育推進計画
1　基本方針別目標
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地場産物のおいしさを知り、身近に感じる大目標

中
目
標
①

中
目
標
②

地元で採れた旬の物を利用して
食事づくりを楽しむ

食の安全に関心を持ち、選ぶ力を
つける

・佐渡の旬の物を使って料理する
・採った物（人）や作った物（人）を通じて、人と
交流する
・仲間を作り料理する

・食べる物の産地を見る
・食品表示を見て購入する

佐渡の食文化を知り、伝える大目標

中
目
標
①

中
目
標
②

佐渡の郷土料理に関心を持ち、
伝承する

食事の作法や礼儀を学び身に
つける

・家庭の味や行事食を家族や子どもに伝える
・地域の集まりで郷土料理を作る

・食を通じて、食事の作法や礼儀を身につける
・家族団らんを通じて、マナーを伝える

食を通じて家族や地域をつなげる大目標

中
目
標
①

中
目
標
②

地域の産物や食に関わる体験に
より、食への感謝の気持ちを持つ

家族や仲間で楽しい食事が
できる

・食べ物を捨てない工夫をする
・家庭菜園などで野菜を作り、収穫の喜びを共
有する

・地域の人が集まって食事をする機会をつくる
・食事づくりや後片付けの手伝いを通し、家族の
コミュニケーションを図る

食を通じたコミュニケーションの促進及び感謝の心の育成

佐渡の食文化の理解や継承と発展

地産地消の推進と食の安全の確保



2　基本方針別取組

① 現状と課題
　育ち盛り世代は、健康的な生活を送るための体の基礎をつくる大切な時期です。

　しかし、ライフスタイルの多様化により親子ともに多忙な生活を送り、食事の内容がおろそかに

なっているだけでなく、食に対する意識も低く、空腹を満たすだけの食事になりがちです。食習慣の

乱れは、肥満ややせ等の健康問題につながり、生活習慣病の低年齢化も進行させます。

　また、妊婦の食事調査からは、菓子類などの過剰摂取が見られ、母体と胎児に必要な栄養が十

分に摂れていないことが明らかになりました。妊娠中の栄養の過不足は、妊娠高血圧症候群や妊

娠糖尿病の発症や胎児の発育への影響も懸念されています。

　子どもの頃から様々な体験を通して、健康を意識した正しい食習慣を身につけることが大切です。

（１）育ち盛り世代

１）健康につながる食生活の確立

目指す姿（願い）
・自分で栄養バランスを考え、食べられるようになる

・食べ物が自分の体に大切だと思えるようになる

・小さい頃から親と一緒に料理を作ることができる

１ 健康的な生活習慣を身につける
２ 食の体験を通し、食べ物の働きや健康に関心を持つ

子どもの頃からいろいろな体験を通し、食習慣の基礎をつくる

早寝・早起き・朝ごはんで健康的な食習慣を身につける

大 目 標

中 目 標

重点取組
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【H26 新潟県小児肥満等発育調査】  
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【H26 学校保健統計調査】 

11.4 12.4

7.8 7.9

-４１８kcal

-７９kcal

-５１kcal
+６kcal

-１７６kcal

油脂類,
108kcal

野菜・果物
類,170kcal

穀・芋類,
1086kcal乳製品類,

288kcal

肉・魚介・
卵・豆製品
類,505kcal

過不足量

【H26 妊婦の食事調査（パパママセミナーより）】  

円の内側は望ましい１日の食事量
外側は市の平均量となります。 

夜型生活で生活リズムが乱れがちとなります。
「早寝・早起き・朝ごはん」で健康的な生活習慣
が身につくといいな。

生きる力を育むためには、食べ物を「選ぶ力」や
「料理する力」が身につくといいな。

好き嫌いなく栄養バランスを意識して
何でも食べるといいな。

「おいしい」がわかり、食べることが好きな
子どもになったらいいな。

おいしく食べて
元気に動こう！

　妊婦の望ましい食事量は2150Kcal
です。乳製品やごはん類が特に不足し
ています。
　また、グラフは省きましたが、お菓子
ジュース類の摂取が231kcal（望まし
い量は0）と多いです。

年齢が上がるにつれて
肥満の子どもの割合も
高くなるね。

朝日を浴びて元気に
スタート！

市民・関係者の声
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② 重点取組
　○ 早寝・早起き・朝ごはんで健康的な生活習慣を身につける
　生活リズムや食習慣の基礎を作る時期に、栄養バランスの整った食事は必要不可欠です。家庭や

学校・地域と連携して健康的な生活習慣を身につけるように働きかけます。

③ 現在の取り組み状況

市民
・早寝、早起きで生活リズムを整えます。
・朝食の大切さを理解して、毎日朝食を食べます。
・親子で一緒に料理をします。
・親が正しい食習慣を意識して、子どもに伝えます。

行政
・健康診査や教室で適切な生活習慣や食事を啓発
します。
・園や学校などでの食育教室を充実させます。
・講演会や料理教室で食の大切さを伝えます。
・食育川柳を通じて食の意識を啓発します。

関係機関
・健康推進員が料理教室や紙芝居
で食の大切さを伝えます。
・しまびと元気応援団の子育て
グループが親子クッキングを
開催します。

－ 9 －

【食育教室】

【親子料理教室】【離乳食講習会】

【子どもの料理教室】

新米ママ頑張っています！

パパと一緒に楽しく太巻
き寿司作り。

紙芝居で食の大切さを
伝えています。

高齢になると骨折し
やすくなる。
それからでは遅いよ！

みんなで楽しく
食べたいね。

硬いごぼうにチャレンジ！

若い女性は、容姿を気にして充分な食事を摂らずやせ傾向の人
が多い。生涯を健康に過ごすために、バランスの良い食事が摂
れたらいいな。

スーパーやコンビニでお惣菜が簡単に手に入
るけど、手作りのおいしさが親や子どもたち
に伝わるといいな。

コミュニケーションを図り、家庭の味を伝えるために、
親子で料理する機会が持てるといいな。



目指す姿（願い）
・栄養バランスなど食に関する知識を持つ

・生活習慣病の予防や改善ができるような食生活を送ることができる

１ 健康を維持する食事を摂る
２ 食に関心を持ち、家族で健康的に過ごす

自分や家族の健康を考えた食生活を送る

自分に合った食生活を実践して健康管理をする

大 目 標

中 目 標

重点取組

（２）働き盛り世代

－ 10 －

① 現状と課題
　働き盛り世代は、仕事や家庭、地域における役割が多く多忙な世代です。社会環境の変化により

夜型の生活となり、朝食を欠食するなどの生活リズムや栄養バランスが乱れがちです。食事内容

も、主食やインスタント食品に偏り、菓子類や嗜好品などで空腹を満たす食事になっている現状も

みられます。また、食事作りに時間をかけられず、惣菜や外食の利用が増えるなど、食事内容を簡略

化する傾向がみられ、結果として肥満から生活習慣病など健康を害する人が多くなっています。

　自分や家族の健康を考えて食生活を見直し、規則正しい食生活が送れるよう支援します。



－ 11 －

食べる時間と寝る時間の
バランスが大切です。

時間が無く惣菜などに頼りがちです。

女性の方が満腹になるまで食べています。

全ての年代で肥満の割
合が高く、特に働き盛り
は高くなっています。

朝食欠食や間食摂り過ぎ、偏食などが肥満や様々な
病気につながる。自分に合った食事の量がわかり、
きちんと摂れるといいな。

仕事を持つ女性が多く、食事作りに時間をかけられず食事が簡素になりがち。
自分や家族の健康を考えた食事が出来たらいいな。

※　BMIは国際的に通用する
体格指数で、やせ、普通、
肥満を判定します。
25以上が肥満です。

市民・関係者の声
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② 重点取組
　○ 自分にあった食生活を実践して健康管理をする
　この時期の食生活は、健康に大きな影響を及ぼす事から、まず自分の健康に関心を持ち、自分や

家族の健康を考えて栄養のバランスに配慮した食生活を維持できるよう働きかけます。

③ 現在の取り組み状況

市民
・自分の健康状態を知り、バランス良く食べます。

・食に関する情報を得ます。

・料理の作り方や工夫などを家族などに伝えます。

・積極的に料理教室に参加します。

・自分で料理を作る機会を増やします。

行政
・適正カロリーやバランス食など適切な食習慣を

啓発します。

・生活習慣病予防のための教室を開催します。

・食育川柳を通じて食の意識を啓発します。

関係機関
・健康推進員などが料理教室

を開催し、減塩やバランス

について普及します。

－ 12 －

【生活習慣病予防教室】

【健診会場等掲示】

【男の料理教室】 野菜は1日３５０ｇ
摂りましょう。

バランスと量が大切です。

定年まで健康で元気に働きたいな。

20代や30代は、お昼をインスタント食品やコンビニ弁当で済ませる人が
多い。食事のバランスを考えて食べられるといいな。

男性は生活習慣病で健康を害する人
が多い。自分の食事に関心が持てる
といいな。



① 現状と課題
　活躍盛り世代は、健康への関心が高まり、健康に良い食事を意識するようになる世代です。しか

し、食事の好みが変わる事や、朝食と昼食を兼ねて食事をする事で、１日２食になったり、間食を１日

２回摂る割合が高くなる傾向にあります。最近ではメディアからの情報が溢れ、健康に関する知識

を得やすくなった反面、偏食や過剰摂取につながる誤った知識を得ることが危惧されます。

　３食バランス良く食べて食事を楽しむことは重要です。

（３）活躍盛り世代

目指す姿（願い）
・バランスの良い食事を自分で作り、食べることができる

・楽しく、おいしく食事をすることができる

・地域の郷土料理など家庭や地域に伝えることができる

１ 自分の体に合った食事を摂る
２ 交流をしながら食事を楽しむ

健康で豊かな食生活を送る

自分に合った食生活を実践して健康管理をする

大 目 標

中 目 標

重点取組

－ 13 －



－ 14 －

バランス良く食べて生活習慣病や認知症を
予防できるといいな。

１日２食では十分な栄養が摂れない。1日３食
自分に合ったバランスのよい食事ができると
いいな。

１人暮らしや高齢者のみの世帯が多くなってい
るが、外出する機会を増やし、家族や仲間と楽
しく食べる事ができるといいな。

女性の方がバランスを
意識しています。きち
んと食べて、健康寿命を
延ばしましよう。

寝る前に食べている人が
多いです。

魚や肉、大豆製品を毎日食
べたいね。

家に集まってお茶を飲んだりする
機会に、お菓子や果物から糖分を
摂ることが多くなっているね。

認知症のリスクを下げる食材や地場産の
食材を使用したエクサ丼を食べよう！

市民・関係者の声

核家族が増え、地域のつなが
りがなくなってきたね。

23.6

11.7
8.3

2.4

26.9

17.4

8.1

1.7
0

10

20

30

１日３食摂る　　１日２食摂る　　１日１食摂る　　ほとんど摂らない

（％） バランスよく食事を摂っている割合（65 歳以上）

男 女

【H27 特定健診・健康診査食問診】

【H27 特定健診・健康診査食問診】 

2.5 2.1

6.5
5.0

0

2

4

6

8

男 女 男 女

64歳まで 65歳から

（％） 就寝前に食事を摂取する割合（週 3回以上）



－ 15 －

こうすると煮しめが
うまく煮れるな！

だしを使うと薄味でも
おいしく出来るね。

② 重点取組
　○ 自分にあった食生活を実践して健康管理をする
　若い頃からの食習慣や栄養の偏りにより、健康への不安を感じ健康意識が高まる時期です。

　自分の体に合った食事を摂り、家族や仲間と楽しく食べることで、健康でいきいきと暮らしながら、

栄養のバランスに配慮した食生活が維持できるよう働きかけます。

③ 現在の取り組み状況

市民
・健康を意識し、１日３食きちんと摂ります。

・食に関する情報を得ます。

・料理の作り方や工夫などを家族や地域に伝えます。

・集まりの場に参加し、仲間と食事する機会を増やします。

行政
・適正なエネルギー量について、高齢者の集まりの

場で、健康教育や調理実習をします。

・生活習慣病予防のための教室を開催します。

・食育川柳を通じて食への意識を啓発します。

関係機関
・健康推進員などが料理教

室を開催し、郷土料理を

伝えます。

【男の料理】

【健康教室】

【減塩献立】

【エクサ丼献立】



① 現状と課題
　地域で直売所が増えたり、給食施設での佐渡産食材使用率が上がるなど、地産地消についての

意識が高まっています。しかし、直売所の野菜には虫がついている、見た目が悪い、価格が高いなど

の理由で購入を控える人もいます。

　安心して食べるためには、生産者と消費者がつながるような取り組みが必要です。また、消費者

が食品表示を見ながら、安全な物を選んで食べる力を身に付けることも大切です。

－ 16 －

２）地産地消の推進と食の安全の確保

目指す姿（願い）
・食への関心が持てる

・家族の健康の事を考えて食事づくりをする

・食品表示や食の安全性について理解し、選ぶ力を身につける

・地元で採れた物や旬の物を使った料理を楽しむことができる

１　地元で採れた旬の物を利用した食事づくりを楽しむ
２　食の安全に関心を持ち、選ぶ力をつける

地場産物の消費を推進することで食材本来のおいしさを
実感し、食に対する関心を持つ

大 目 標

中 目 標

重点取組

地場産物のおいしさを知り、身近に感じる



－ 17 －

子どもに安全な物を食べさせたいな。

季節に関係なく、様々な食材が手に入るよう
になったが、地場産物を食べる事で本物の
味を伝えたい。

生産者と消費者がつながりを持てると
いいな。

園や学校では、給食や給食だよりなどで佐
渡産の良さが伝えられるといいな。

食品の表示を見る習慣をつけ、食の安全
に関心を持てるといいな。 

地産地消の大切さを理解できると
いいな。

認知度が上がりました。

野菜も水産物も目標を
達成しました。

採れたて野菜で笑顔いっぱい！

作り手の顔が見える関係がいいね。

市民・関係者の声

旬のものは栄養価も高いし、
おいしさも抜群！！
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② 重点取組
　○ 地場産物の消費を推進することで食材本来のおいしさを実感し、食に対する
　　 関心を持つ
　「旬」の食べ物は、他の時期と比べると栄養価が豊富で、体にもいい作用をもたらします。また、

地域の食文化や旬の味覚を覚えることで郷土愛が育まれます。

食材本来のおいしさを実感し地産地消に関心が持てるよう働きかけます。

③ 現在の取り組み状況

市民
・地域の直売所を利用します。

・地元で採れた旬の物を調理して食べます。

・子どもたちは、農業や漁業の体験をします。

・仲間をつくり、料理を学びます。

・親子で自給自足を体験します。

行政
・広報誌で地場産食材を使ったメニューを紹介

します。

・地産地消の大切さを伝えます。

・地場産食材を使った料理教室を開催します。

・安心で安全な給食を作ります。

関係機関
・地域行事や料理教室など

で、地域で採れたものを使

用します。

・ホテルや旅館などでも地場

産食材を使用した料理を提

供します。

－ 18 －

【広報紙掲載】

【地場産食材を使った料理教室】



① 現状と課題
　近年、様々な食材が通年で手に入り、郷土料理を作る機会が減ったことや、核家族化が進んだこ

とで、日常生活の中で食文化を継承する機会が少なくなっています。また、コンビニエンスストアや

スーパーマーケットなどの普及により、家庭で料理をしなくても食事ができるため、食に対する思い

が希薄になっています。

　今後は、家庭、地域はもとより、園、学校においても、食事に関わる作法や礼儀、食文化や郷土料

理を子ども達に伝え、佐渡の味を大切に守っていく必要があります。

－ 19 －

３）佐渡の食文化の理解や継承・発展

目指す姿（願い）
・家庭での食育を大切にする

・家庭の味や郷土料理などへ関心を深め、次世代へつなげる

・正しい食事のマナーを身につける

１　佐渡の郷土料理に関心を持ち、伝承する
２　食事の作法や礼儀を学び身につける

食文化を体験し、食や郷土への関心を持つ

佐渡の食文化を知り、伝える

大 目 標

中 目 標

重点取組



－ 20 －

地域の行事が少なくなり、近所のつながりも希薄になってきた。
地域で世代間交流をする場があり、大切に受け継いできた食文
化を次世代へ伝えられたらいいな。

「さど食育人材講師バンク」を利用して、郷土料理を
伝承したい。郷土料理集（さどごはん）を活用し、子
どもたちや若い世代に伝えられるといいな。

家族や地域で、郷土料理を作る機会が減っている。
みんなに伝えられるといいな。

何でも手に入る豊かな社会になったけど、食べ物を
作る人や作る過程を知り、食べ物を大切にする気持
ちが持てたらいいな。

家庭や園、学校で郷土料理の美味しさを
伝え、佐渡の郷土料理に対する思いを育め
るといいな。

１日１回は家族や仲間
と食事をして、マナーも
学べるといいな。

食事のあいさつや箸の持ち方など、
きちんとしたマナーで食事ができ
るといいな。

料理教室で「いかめし」
作り。うれしいな！

伝えている人は約60％
と横ばいですね。

回数も増えています。
内容は、「おこし型」
「にしめ」「太巻き」
などがあります。

郷土料理集
（さどごはん）を
活用しよう！

市民・関係者の声
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② 重点取組
　○ 食文化を体験し、食や郷土への関心を持つ
　食を通じて、地域の行事や郷土料理、食事作法など食文化を理解し、次世代へ伝えるよう働きか

けます。

③ 現在の取り組み状況

市民
・家庭の食事に郷土料理をとり入れます。

・家庭で年長者が子どもや若者に郷土料理を教えます。

・家族一緒の食事を通し、年長者が子どもや若者にマナーを教えます。

行政
・給食の献立や行事に郷土料理をとり入れます。

・地域の行事と料理などのレシピを配布し周知し

ます。

・郷土料理の教室を開催します。

・世代間交流で郷土料理を伝える場を設けます。

・「さど食育人材講師バンク」を充実させます。

・食育ホームページを開設します。

・園や学校で給食時間や給食だよりなどを利用し

て食事のマナーを指導します。

関係機関
・地域の集まりで郷土料理を作り

ます。

・健康推進員などが郷土料理教室

を開催します。

・ホテルや旅館などでも郷土料理を

提供します。

・健康推進員が、さど食育かるた

を普及します。

・季節に合わせて昔ながらの地域

行事を行います。

－ 21 －

【郷土料理教室】 【佐渡食育かるた】

若い世代に伝えて
いきたいね！



① 現状と課題
　高齢者の一人暮らしや両親の共働き、子どもの塾通いや部活など家族構成や生活様式の変化に

より、家族団らんの機会が少なくなっています。家族や地域の仲間が一緒に食卓を囲み、コミュニ

ケーションを取ることは、食の楽しさや大切さを知る機会でもあり、マナーや感謝の気持ちを学ぶ

良い機会になります。

　今後は、食事を通して家族や地域の団らんの機会を増やすことや、農業や料理などの体験活動を

通して食への感謝の気持ちが育まれるように、園や学校、地域などと連携していくことが必要

です。

－ 22 －

４）食を通じたコミュニケーションの促進及び感謝の心の育成

目指す姿（願い）
・地域活動などの世代間交流を通し、楽しく食事をする人が増える

・農業や調理などの体験を通し、生産者への感謝の気持ちを持つ

・感謝の心で「いただきます」「ごちそうさま」などのあいさつができる

１　地域の産物や食に関る体験により、食への感謝の気持ちを持つ
２　家族や仲間で楽しい食事ができる

家族や仲間が揃って、楽しく食事を摂る

食を通じて家族や地域をつなぐ

大 目 標

中 目 標

重点取組



－ 23 －

家族や地域で、仲間と食事を楽しみ、
つながりが持てるといいな。

親子料理教室など食の体験を通して、食の
大切さを学んでくれるといいな。

感謝の心を育むために、小さい頃から野菜
作り等の体験ができたらいいな。

地域とつながり、食に興味・関心を持ち、命を
いただく感謝の心が持てる子どもになるといいな。

世代間交流は、活躍盛りの人達がいろいろな事を子
ども達に教え・伝える事ができていいな。

生産者や調理員とつながり、心に残る食事を作る
ことで、子どもたちが郷土を愛する心を育んでくれ
るといいな。

子供の頃から食への感謝の気持ちを持って
ほしいな。

「孤食」が増えているので、家族揃って食事が
できるといいな。

年齢が上がるにつれて家族と食事を
する割合が減っています

いただきますやごちそうさまの
あいさつが自然にできるといいね。

市民・関係者の声

【H25 元気生活チェック表】 【Ｈ27 元気な子チェック表・生活習慣アンケート】

（％）お子さんは料理や食事の準備を手伝いますか

よく手伝う
時々手伝う
あまり手伝わない
全く手伝わない

1日1回以上家族と食事をする割合

10.4 14.1 11.6

30.5

44.6

13.2

29.1

44.7

12.0

27.1

47.4

15.20

20

40

60

80

100

H18　　　　H28　　　　H25 保育園児
幼稚園児 小学生 中学生

90

92

94

96

98

100
（％）

99.2
97.5

93.9



【親子料理教室】

② 重点取組
　○ 家族や仲間が揃って楽しく食事を摂る
　家族や仲間と食事づくりや後片づけなどの手伝いをすることで、コミュニケーションを図ります。

野菜の栽培や収穫の体験を通して、感謝の気持ちを育めるよう働きかけます。

③ 現在の取り組み状況

市民
・「いただきます」「ごちそうさま」の感謝の意味を知り、あいさつの習慣をつけます。

・子どもに、買い物・献立・調理・片づけなどの体験をさせます。

・食事中はテレビやスマホをやめて、会話を楽しみます。

・食事づくりや後片付けのなどの手伝いを通し、家族の会話を持ちます。

行政
・園や学校で一貫した指導ができるしくみを作り

ます。

・親子料理教室や対象者別（若い人向けなど）の料理

教室を行います。

・園、学校で農作業の体験をする機会を作ります。

関係機関
・自治会で地域のみんな

と食事会をします。

・世代間交流を通して、

若い世代に作法やその

意味を伝えます。

－ 24 －

保育園でおばあちゃんと芋掘り。
楽しいね！

みんなで料理するのは
楽しいね。
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食育への取り組み状況

健
康
に
つ
な
が
る
食
生
活
の
確
立

関係団体（課） 具体的事業

地
産
地
消
推
進
と
食
の
安
全
確
保

食
文
化
の
理
解
や
発
展

交
流・感
謝

＜健康推進室＞　パパママセミナー　離乳食講習会　乳幼児健診
　　　　　　　　食育川柳　特定保健指導　健康教育・健康相談
　　　　　　　　地区健康学習会
＜社会福祉課＞　保育園での栄養指導（集団・個別）食育教室　　
＜学校教育課＞　食育指導　　食育教室
＜社会教育課＞　料理教室
＜高齢福祉課＞　口腔・栄養改善教室　介護予防事業

佐渡市

佐渡市健康推進協議会

佐渡市社会福祉協議会

佐渡市健康推進協議会

佐渡市社会福祉協議会

佐渡市健康推進協議会

佐渡市健康推進協議会

しまびと元気応援団

佐渡市

佐渡市

しまびと元気応援団

佐渡市

佐渡地域振興局
健康福祉環境部

佐渡地域振興局
健康福祉環境部

佐渡地域振興局
農林水産振興部

佐渡地域振興局
農林水産振興部

親子料理教室　男性のための料理教室　高校生応援レシピ
地区健康学習会　減塩ＴＵＮＡＧＵ

配食サービス　ふれあい招待昼食会　男性のための料理教室　
親子料理教室

くいしんぼ　男の料理　にしめ　しまうまごはん　ごきげん座

＜地域保健課＞　地域食育事業　　
　　　　　　　　佐渡地域食育推進ネットワーク会議

＜生活衛生課＞　巡回指導（各施設・旅館・ホテルなど）
　　　　　　　　講習会（食品衛生責任者）

＜振興課＞　魚食普及活動　魚料理講習会　
　　　　　　水産加工物や佐渡さかなまつりでの水産PR

＜健康推進室＞　行事食・郷土料理啓発　食育かるた推進
＜学校教育課＞　特産品献立　さど食育人材講師バンク利用
　　　　　　　　漁業体験・農業体験
＜産業振興課＞　郷土料理集（さどごはん）作成
＜社会福祉課＞　啓発　さど食育人材講師バンク利用　野菜作り

行事食パンフレット作成・配布　食育かるた作成・推進
郷土料理伝承（さど食育人材講師バンク講師）　郷土料理教室
郷土料理集（さどごはん）作成・推進

くいしんぼ・にしめ・しまうまごはん等による調理実習

＜生産振興課（佐渡農村女性グループ協議会）＞
　食育ボランティア活動　　研修会
＜食品・流通課＞　食育ボランティア

＜健康推進室＞　乳幼児健診　　　離乳食講習会　
＜社会福祉課＞　親子のびのび教室

親子料理教室　食育教室（園・学校）

＜産業振興課＞　流通システム作り　地産地消フェスタ
＜健康推進室＞　地場産食材の料理教室　地産地消普及啓発
＜学校教育課＞　幼稚園・学校給食における地場産食材使用拡大推進
　　　　　　　　学校給食における地場産統一献立の実施
＜社会福祉課＞　保育園給食　地場産食材使用拡大推進

地場産食材の料理教室

地場産食材の料理教室



第３部 資料
1　計画の進行管理と評価

　設定した目標の進捗状況について、毎年度検証を行い、施策に反映します。

（１）中間評価
　　　　佐渡市健康づくり推進懇談会により必要に応じ見直しを行います。

（２）最終評価
　計画の最終年度である平成37年度には、目標の達成状況を検証・評価し、次期計画づく

りに反映させます。

（３）評価指標

－ 26 －

げんきなからだ作りチェック
げんきなからだ作りチェック
生活習慣アンケート
生活習慣アンケート
生活習慣アンケート
特定健診問診
特定健診問診
身体計測結果
身体計測結果
身体計測結果
特定健診食問診
特定健診食問診
特定健診食問診
特定健診食問診
特定健診食問診
特定健診食問診
特定健診食問診
特定健診食問診
佐渡市地産地消計画
健康推進室
佐渡市地産地消計画
生活習慣アンケート
生活習慣アンケート
生活習慣アンケート

１歳６か月児
３歳児
幼稚園・保育園児
小学校（１年～６年）
中学校（１年～３年）
64歳以下
65歳以上
幼稚園・保育園児
小学校（１年～６年）
中学校（１年～３年）

評価項目 基礎データの根拠 現状 目標
〈Ｈ32〉 備考

64歳以下
65歳以上
64歳以下
65歳以上
64歳以下
65歳以上
64歳以下
65歳以上

保育園（年少～年長）
小学校（１～６年）
中学校（１年～３年）

１日１回以上
家族と食べる
割合

バランスの良い食事を
１日２食以上摂る割合

満腹まで食べる
割合

主食の重ね食いの
割合

食問診濃い
味付けの割合

肥満の
割合

朝食を
食べている
者の割合

地産地消の意味や取り組みの理解度
食育人材講師バンクの回数
伝統料理教室開催回数

95.6%
90.8%
92.8%
89.0%
85.3%
85.3%
95.6%
5.4%
11.4%
12.4%
35.2%
33.4%
 18.3%
12.1%
47.0%
34.8%
71.9%
79.6%
80%
７回
49回
99.2％
97.5％
93.9％

100%
100%
100%
100%
100%
100%
100%

４.３％以下
７.８％以下
７.９％以下
30％以下
28％以下
15％以下
10％以下
40％以下
30％以下
80%以上
80%以上
100％

20回以上
60回以上
100％
100％
100％

県平均以下

１）進行管理

２）評価



2　計画の検討体制

（１）佐渡地域食育ネットワーク会議
構成員：佐渡歯科医師会代表

　　　　佐渡市健康推進協議会代表

　　　　佐渡市老人クラブ連合会代表

　　　　しまびと元気応援団代表

　　　　佐渡市小学校長会代表

　　　　佐渡市中学校長会代表

　　　　新潟県高等学校長会代表

　　　　新潟県養護教員研究協議会佐渡支部代表

　　　　佐渡地区佐渡市学校給食会代表

　　　　新潟県学校栄養士協議会佐渡地区代表

　　　　佐渡市立保育園長会代表

　　　　佐渡市社会福祉協議会代表

　　　　佐渡地域包括支援センター代表

　　　　佐渡福祉施設長連絡協議会代表

　　　　特別養護老人施設連絡協議会代表

　　　　佐渡市教育長

<会議で出された意見>

・小さい頃からの意識づけ、親（家族）の意識を高めることが大事。

・保育園から食の大切さを伝えるが、成長とともに関心が薄くなる。

・どの世代も間食する習慣があり、肥満が多い。運動不足も多い。

・子供の頃からいろいろな体験を通し、食習慣の基礎作りをすることを大切にしたい。

・まずは早寝をする習慣を小学生の頃から定着させる。（早起きして朝ごはんを食べる）

・高校生へも食のアピールが必要。

・食を通して家族や地域がつながるといい。

－ 27 －

平成27年６月11日

平成27年10月１日

４５人

４４人

現計画の振り返り
今後、大切にしていきたいこと

計画の重点取組、素案の検討

内容開催日 参加者数
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◆発　行　佐渡市 市民生活課 健康推進室
◆発行日　平成28年3月
〒952-1292　新潟県佐渡市千種232番地　電話 0259-63-3115
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